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二
製
油
は
大
豆
た
ん
白

ベ
ー
ス
と
す
る
食
品
事

米
国
市
場
に
対
す
る

す
る
。
西

地
域
を
中
心
に
需
要
創
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欧
課

開
発
、
市
場
開
拓
に
力

た
ん
自
食
品
、
米
国
で
拡
大

日案ル響イじ

イ
ウ
哄

ユ
ノ
チ
ツ
ン
マ
セ 葉酸修飾シタ■‐デキス■ドリ|ン

不二製油

補
正

「イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
事
業

（研
究
開
発
型
ベ
ン

チ

す
―
技
術
開
発
助
成
事

業
】
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
か

新
Ｄ
Ｄ
Ｓ
キ
ャ
リ
ア
は
、

シ
ク
ロ
デ
キ
ス
ト
リ
ン
に
葉

酸
を
有
す
る
置
換
基
が
７
つ

結
合
し
て
い
る
。
シ
ク
ロ
デ

キ
ス
ト
リ
ン
は
中
心
に
ベ
ン

ゼ
ン
環
の
よ
う
な
環
が
あ

り
、
疎
水
性
の
化
合
物
が
入

り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ

に
抗
が
ん
剤
や
造
影
剤
を
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
葉
酸

を
有
す
る
置
換
基
が
多
数
あ

る
こ
と
か
ら
、
上
皮
細
胞
の

が
ん
細
胞
表
面
で
過
剰
発
現

ニ
ッ
ポ
ン
ジ
■
ン
が
事
業
化

一
「
謳
哉
蜜
ふ
雲
ヒ

ンヒ
こ
終

一
手

ン、
司
圭
い
診
析
羊
ツ
ト

一
ス
升

ツ
プ
で
診
析
い
で
き

―
ブ
に
入
れ
、
処
理
液
中
に

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽
出
。
次
に
Ｄ
Ｎ

Ａ
抽
出
液
を

一
定
温
度

・
時

間
保
温
す
る
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

存
在
す
る
と
き
だ
け
特
異
反

応
が
起
こ
る
。
反
応
は
識
別

で
き
、
緑
色
の
蛍
光
色
を
示

す
と
ヽ
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
あ
る
こ
と

が
ｂ
か
る
。

ん
白
質
を
用
い
た
シ
ウ
マ
イ

に
似
た
食
品
を
業
務
用
と
し

て
西
海
岸
で
販
売
。
需
要
伸

長
し
、
市
場
で
手
応
え
を
得

た
と
し
て
た
ん
白
質
食
品
事

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

有
効
手
段
と
な

っ
て
い
る
。

日本 コカ
森下仁 丹

日
本
コ
カ
一
コ
ー
ラ
と
森

下
Ｌ
丹
の
両
社
は
１９
日
、
に

ポ
リ
フ

エ
ノ
ー
一

一
ダ
イ
エ
ツ卜 が

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
推
進
事
業
に
採
用

４
大
学
と
イ
ン
ビ
ボ
試
験

ナ
ノ
デ
ッ
ク
ス

（
本
社

。
神
奈
川
県
藤
沢
市
、
服
部
憲
治
郎
社
長
）
は
、

上
皮
が
ん
細
胞
に
選
択
的
に
会
合
す
る
新
し
い
ド
ラ
ッ
グ
デ
リ
バ
リ
ト
シ

ス
テ
ム
（Ｄ
Ｄ
Ｓ
）
キ
ャ
リ
ア
の
実
用
化
を
目
指
す
。
シ
ク
ロ
デ
キ
ス
ト
リ

ン
に
葉
酸
を
多
数
結
合
さ
せ
た
も
の
で
、
抗
が
ん
剤
を
分
子
カ
プ
セ
ル
化

し
、
抗
原
抗
体
反
応
と
同
レ
ベ
ル
の
強
度
で
が
ん
細
胞
に
抗
が
ん
剤
や
造

影
剤
を
送
達
で
き
る
。
副
作
用
が
少
な
い
、
容
易
に
大
量
調
整
で
き
る
と
い

っ
た
特
徴
も
あ
る
。
す
で
に
試
験
管
レ
ベ
ル
の
イ
ン
ビ
ト
ロ
試
験
で
上
皮

が
ん
細
胞
へ
の
強
力
な
会
合
性
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
新
エ
ネ
ル

ギ
ー

。
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
０８
年
度
２
次
補
正

「イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
、
京
都
、

熊
本
、
名
古
屋
市
立
―
の
各
大
学
と
共
同
で
イ
ン
ビ
ボ
試
験
を
開
始
し
た
。

す
る
葉
酸
レ
セ
プ
孜
―
た
ん

白
に
選
択
的
に
強
く
会
合
で

き
る
。
が
ん
細
胞
に
吸
収
さ

れ
た
あ
と
シ
ク
ロ
デ
キ
ス
ト

リ
ン
が
酵
素
分
解
さ
れ
て
薬

物
を
放
出
す
る
。

新
Ｄ
Ｄ
Ｓ
キ
ャ
リ
ア
の
サ

イ
ズ
は
わ
ず
か
１０

ノナ
房
以
下

と
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
キ
ャ
リ
ア
で
知

ら
れ
る
リ
ポ
ソ
ー
ム
よ
り
も

小
さ
く
、
細
胞
と
細
胞
の
間

の
透
過
性
に
優
れ
て
い
る
。

す
で
に
、
結
腸
が
ん
細
胞
（
Ｃ

ａ
Ｃ

ｏ
１
２
）
お
よ
び
制
が

ん
剤

「ド
キ
ソ
ル
ビ
シ
ン
」

と
の
選
択
的
で
強
力
な
会
合

を
表
面
プ
ラ
ズ
モ
ン
共
鳴

（
Ｓ
Ｐ
Ｒ
法
）
で
、
回
腔
が

ん
細
胞
へ
の
取
り
込
み
を
フ

ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ト
リ
ー
お
よ

び
共
焦
点
レ
ー
ザ
ー
走
査
型

顕
微
鏡
で
確
認
し
て
お
り
、

大
腸
が
ん
や
口
腔
が
ん
に
対

す
る
Ｄ
Ｄ
Ｓ
と
し
て
の
展
開

が
期
待
で
き
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
０８
年
度
２
次

出
の
た
め
、
現
地
の
好
み
に

合

っ
た
新
規
開
発
を
す
る
の

を
は
じ
め
、
マ
ト
ケ
テ
ィ
ン

グ
活
動
も
積
極
推
進
す
る
。

米
国
で
は
健
康
志
向
を
背
景

ン
チ

ュ
ウ
類
を
分
離
し
た
う

え
で
、
顕
微
鏡
で
マ
ツ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ

ュ
ウ
を
確
認
す
る

方
法
。
専
門
的
な
人
材
に
よ

る
判
断
力
と
、
機
器
設
備
、

専
門
機
関
内
で
の
作
業
に
限

ら
れ
、
判
定
ま
で
に
２
日
を

要
し
て
い
た
¨
こ
れ
に
対
し
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
診
断
伝
で
は

イ
｝で
ン
エ
■
「
り
´
一ノ
Ｅ
孜
，
／
ヽ
ン

シ
エ
Ｈ
Ｐ
）
は
初
め
て
の

ラ
タ
タ
ー
化
粧
品
を
２２
日
発

。
サ
ン
エ
ッ
ク
ス
が
版
権

ラ
ッ
ク
マ
人
気
あ
や
か
り

の
一キ
■
ラ
ク

‐
タ

一化
一粧
一一・島
一発
．売

ク

ラ

シ

ニ
Ｈ

Ｐ

つ
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の

一リ
ラ

マ
」
を
採
用
し
た
も
の
で
、

か
ら
３０
歳
く
ら
い
ま
で
の
女

．一．・一一一一一鸞

一，一一薔

警
鸞
”

ら
、
日
本
大
学
生
物
資
源
科

学
部
、
京
都
大
学
薬
学
部
、

熊
本
大
学
薬
学
部
、
名
古
屋

市
立
大
学
薬
学
部
の
４
大
学

に
、
た
ん
白
食
品
に
関
心
が

一昌
ま

っ
て
き
て
い
る
と
し
て

日
本
の
加
工
技
術
を
生
か
し

た
事
業
拡
大
を
目
指
す
ｃ

現
在
、
同
社
で
は
大
豆
た

関
、
森
林
組
〈
只

樹
木
医
な

ど
で
も
簡
単
に
診
断
で
き
る

こ
と
か
ら
（
ニ
ッ
ポ
ン
ジ
ー

ン
が

「
マ
ツ
材
線
虫
病
診
断

キ
ッ
ト
」
と
し
て
製
品
化
し
、

事
業
化
を
進
め
る
ず

マ
ツ
ノ
ザ
ィ
セ
ン
チ

ュ
ウ

に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
、
ほ

ぼ
日
本
金
コ
で
彼
書
が
発
生

層
化
籾
議
に
に
衡
温
け
ダ
α
だ

チ
ミ
ツ
エ
ツ
セ
ン
ス
を
配
合
。
ふ

き
と
り
化
粧
水

（
税
込
み
店
頭
想

定
■
０
５
０
円
）
、
ハ
ン
ド
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト

（
４
７
３
円
）
な
ど
５

ア
イ
テ
ム
を
用
意

（
写
真
）
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
キ

■
ラ
ク
タ
ー
製
品
を
提
供
し
た
こ

と
は
あ
る
も
の
の
、
自
社
で
採
り

入
れ
る
の
は
今
回
が
初
め
て
と
な

る
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
受
け
て
い
る

時
代
背
景
を
く
ん
で
若
年
女
性
に

人
気
の
リ
ラ

ッ
ク
マ
を
起
用
し

に
Ｄ
Ｄ
Ｓ
キ
ャ
リ
ア
を
提
供

し
、
イ
ン
ビ
ポ
試
験
で
薬
効
、

毒
性
、
最
適
投
与
条
件
な
ど

を
調
べ
る
．

ナノデックス
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